
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊3・4・5歳児クラスは、歯科衛生士による「歯みがき指導」があります。（月見 6/22、桂 6/29、ぶどう 10/26） 

雨の日が増え、子どもたちは外で思いきり体を動かしたくてうずうずしています。天気や気温の変化が激しいこの時期

には、熱中症の危険も高まります。水分補給と体調管理に気をつけましょう。 

2023年6月発行 

（福）京都基督教福祉会 

桂保育園  

桂ぶどうの木こども園 

月見ヶ丘こどもの家 

あさがお保育室 

歯科健診では、う歯(虫歯)だけでなく、あごの発達

(歯並びや嚙み合わせに関係してきます)が未熟であ

る子どもたちが多く、唇や舌も使って「かむ力」をしっ

かりつけていくように、歯科の先生からアドバイスをい

ただきました。生後６か月ごろ前歯が生えてきて、３歳

ごろまでには２０本の乳歯が生えそろいます。 

５歳ごろには歯の王様である第一大臼歯(６歳臼歯)

も生え始めます。食べる力に合わせた食事をとること

が大切で、発達に合わない食べ物を食べていると、

「かまない」「丸飲み」などの問題が出ることもありま

す。お忙しい毎日が続きますが、お子さんに合った食

べ物を工夫してみてくださいね。 

大きくなればなるほど、生活習慣を身につけるのは大変で難しく

なります。歯みがきも例外ではありません。まずは歯みがきに慣れる

こと。そして毎日褒めながら、楽しみながら続けることが大切です。 

ほけんだより ６月号 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何かお困りのことがあればいつでもご相談ください。 文責：保健師 森阪万季 

内科健診では大きな病気こそありませんでしたが、皮膚の乾燥や湿疹、ただれがある子どもが多かったようです。 

子どもの肌は、一見水分をたっぷりと含んだみずみずしい肌と思われがちです。しかし、子どもの肌は未完成なため、

一番外側で刺激から肌を守る表皮の厚みは、大人の約半分しかなく、バリア機能が低く、外部刺激にも敏感です。 

来月にはプールや水遊びが始まります。皮膚トラブルをおこさないよう、スキンケアや早めの受診をしておきましょう。 

 

１． お風呂でよく洗い流しましょう 
まずしっかり汚れや皮脂を落としましょう。入浴できな

いときは、濡らしたタオルでふき取るとよいでしょう。 

 

２． 夏でも忘れず保湿しましょう 
夏はさっぱりしたローションタイプの保湿剤などを使っ

て、よい状態をキープしましょう。 

 

３． 爪は短く切りましょう 
かきむしって皮膚を傷つけると、細菌が感染して「とび

ひ」の原因になります。週に一度は爪を見てこまめに短

く切って角はやすりで丸くしてあげてください。 

 

４． 日焼け止めや虫よけは正しく使いましょう 
かぶれないかどうか、少量試してから使いましょう。日

焼け止めを塗ってから虫よけを使ってください。肌が

弱い子どもは、薄い長袖を着て、肌の露出を避ける工

夫も大切です。 

 

５． 水いぼやあせも、虫刺されがないか 
チェックしましょう 
腫れやかゆみがあるときは、冷やしたりかゆみ止めを

塗ってあげましょう。治りが遅い、広がった、湿疹が変

化したときは、小児科や皮膚科を受診してください。 


